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2026 年 10 月期第２四半期（中間期）決算の概要について 
 

 

当社が本日公表した 2026 年 10 月期第 2 四半期（中間期）決算の概要を下記のとおり知らせいたしま

す。 

 

記 

（単位：百万円） 

 当期 

（2026 年 10 月期） 

第 2 四半期(中間期)

実績 

前期 

（2025 年 10 月期） 

第 2四半期(中間期) 

実績 

当期 

（2026 年 10 月期） 
上半期予想 

当期 

（2026 年 10 月期） 
通期予想 

 2025.11.1～2026.4.30 2024.11.1～2025.4.30 2025.11.1～2026.4.30 2025.11.1～2026.10.31 

売 上 高 1,628 1,664 1,780 4,500 

営 業 利 益 253 131 220 580 

経 常 利 益 24 2 80 300 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

四 半 期 純 利 益 

29 △1 60 240 

 

① 当期第２四半期におきましては、海外投資先からの配当 165 百万円（2026 年１月 19日開示資料

「CN Innovations Holdings Limited からの特別配当金受領のお知らせ」）並びに１物件の売却

による営業利益 90百万円（2026 年２月 19日開示資料「販売用不動産の売却に関するお知らせ」）

もあり、売上高 1,628 百万円、営業利益 253 百万円となりました。 

② ビットコイン価格の下落により、暗号資産評価損 94 百万円を負担したため、経常利益は 24 百

万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は 29 百万円にとどまりました。 

③ 当期第 2 四半期におきましては、株式会社 TIGEREYE の持分法適用関連会社化など、当社連結業

績への貢献を目的とした投資もおこなってまいりました。 

④ 引き続き、保有不動産物件の売却により、利益とキャッシュフローを確保し、貸金やＭ＆Ａ、

エクイティ投資など、収益性の高い投資案件の強化と通期業績予想の確保に努めてまいります。 

 

以 上 


